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項 目 内 容 

Ⅰ 研究の目的 子供の体力低下が叫ばれるようになって久しい。近年、メディアでもこのこ

とを取り上げられるようになり、社会的に子供の体力に対する関心が高まって

いる。 

学校教育においても中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」(2008)において「健や

かな体の育成のための指導の充実」が示されたり、東京都教育委員会が策定し

た「東京都教育ビジョン(第３次）」(2013)において「体を鍛える」(取組の方

向５)ことが示されたりしており、子供の体力向上に向けた取り組みは喫緊の

課題となっている。 

現在、各学校においては教科体育と連携したランニングタイムの創設、長縄

跳び大会の開催、鉄棒教室の実施等体力を高めることを目的とした取組が広く

行われている。 

しかし、それらの多くは 1960 年代に行われていた業間体育を彷彿とさせる

ものや運動の楽しさを実感させて日常化につなげるといった運動量のみに期

待する内容であるなど体力向上の取組は行き詰まりを見せているように思え

る。 

そこで本研究は、体力やそれを取り巻く状況、課題を整理し、これからの子

供の体力向上に向けた取組に新たな方向性を見いだすことを目的とする。 

Ⅱ 研究の方法 １ 基礎研究 

(１)体力の定義 

(２)体力の必要性 

(３)子供の体力の現状 

(４)子供の体力低下の原因 

(５)現在の子供の体力向上に向けた取組の問題点 

(６)これからの子供の体力向上に向けた取組の新たな方向性 

２ 調査研究 

(１)コオーディネーション理論 

(２)コオーディネーショントレーニングの実践方法 

３ 実践研究 

(１)プログラムの作成(JACOTの指導の下、作成) 

(２)検証授業の実施(都内公立小学校第３学年) 

(３)検証方法 

プログラムの実施群と未実施群を設定し、前後に東京都体力統一テストを両

群に実施、その結果を t検定を用いて比較検討した。また、プログラム実施群

においては、毎プログラム実施後にアンケートを４件法にて実施し、コオーデ

ィネーショントレーニングに対する関心意欲の変容を明らかにした。 

４ 考察 
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Ⅲ 研究の結果 【仮説の生成】  

これからの子供の体力向上に向けた取組の新たな方向性として、体力を心と

体を統合した、「からだ」の総合的な力として包括的に捉えた指導が必要であ

ると考える。そして、その指導においては、次の２点が重要な視座となる。 

①体力の各構成要素および各種運動を包括的に捉え、全体性の中に本質的で

根源的な課題を見出すこと。 

②外遊びやスポーツの有効性を認識しつつも、過大評価することなく運動の

多様性や独創性を引き出すような戦略をもつこと。 

このことに基づき、体力科学的、スポーツ科学的なコーディネーションから

行動学的なコオーディネーションとして展開されているコオーディネーショ

ンの理論を活用した指導は、子供の体力向上に効果があるという仮説を生成し

た。 

【仮説の検証】 

小学校体育科第３学年体つくり運動全６時間において、コオーディネーショ

ン理論をフレームワークとして実践研究・普及に努めている NPO法人日本コー

ディネーショントレーニング協会(JACOT)の指導のもとコオーディネーション

トレーニングのプログラムを作成し実施した。東京都体力統一テストの中から

「反復横跳び」、「50ｍ走」、「ソフトボール投げ」をプログラムの前後に実施し、

その結果を統計処理した結果、プログラムを実施した学級の児童において反復

横跳びの記録が優位に上昇していたことが明らかとなった。また、プログラム

を実施した学級に毎時間、授業評価アンケートを４件法で実施したところ、全

６時間中５時間において 33人中、33名が「とても楽しい」と回答、残り１時

間においても 32名が「とても楽しい」１人が「まあ楽しい」と回答した。 

Ⅳ 考察 本研究の結果から体育科において、小学校第３学年の児童が週２時間、全６

時間のコオーディネーショントレーニングに取り組んだ場合、反復横跳びの反

復回数及びコオーディネーショントレーニング自体への関心・意欲の向上とい

う効果が明らかとなった。 

このことから、体力の各構成要素や各種運動を包括した全体性に着目し、運

動の多様性や独創性を引き出す戦略を踏まえた指導としてコオーディネーシ

ョントレーニングを学校教育に導入することは、これからの子供の体力向上に

資する指導の工夫として大きな可能性を秘めていると考える。 

しかしながら、今回実施した体力テスト以外の測定項目、その他の体力要素

の変容や、コオーディネーショントレーニングを実施する時数、時間、場所、

発達段階等を変えた場合の効果等、解明すべき数多くの疑問が残されている。 

今後、引き続きコオーディネーショントレーニングの学校教育への導入方法

を追究し、コオーディネーショントレーニングのカリキュラム開発を進める必

要があると考える。 

 


